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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 125,326 8.7 2,418 59.8 3,912 20.6 2,575 33.0
24年3月期第1四半期 115,307 △5.3 1,513 65.3 3,243 △3.9 1,936 91.6

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 1,613百万円 （△3.1％） 24年3月期第1四半期 1,665百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 12.94 ―

24年3月期第1四半期 9.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期 499,046 318,031 62.1
24年3月期 500,962 318,649 62.0

（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  310,128百万円 24年3月期  310,756百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― ― ― 11.00 11.00
25年3月期 ―

25年3月期（予想） ― ― 11.00 11.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 246,000 2.8 5,000 0.8 8,000 1.7 4,000 △19.4 20.09
通期 505,000 0.1 14,000 1.0 20,000 1.3 9,000 △28.2 45.21



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の5に該当するものであります。詳細は、（添付資料）3ページ「2. サマリー
情報（注記事項）に関する事項 （3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。 
 なお、当第1四半期決算短信の開示時点において、当第1四半期連結会計（累計）期間に係る四半期連結財務諸表に関する監査法人のレビュー手続きは終了
しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 207,679,783 株 24年3月期 207,679,783 株

② 期末自己株式数 25年3月期1Q 8,647,073 株 24年3月期 8,645,738 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 199,033,570 株 24年3月期1Q 199,036,568 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興事業等の本格化や輸出の持ち直しの動き

がみられるなど、景気の回復が期待される中、欧州債務危機の動向や原材料の高騰、これらの影響による海外景気

の下振れ懸念、依然厳しい雇用環境やデフレの影響なども相まって、予断を許さない状況で推移いたしました。 

 当社グループの主要な事業にあたる輸送業界では、総貨物輸送量の下げ止まりが期待される中、継続して取り組

む必要のある環境対策費の増加や高止まりする燃油費に加えて、同業者間の競争がますます激化するなど、引き続

き厳しい経営環境が続きました。 

 このような状況のもと、当社グループは、２年目となる中期経営計画「変化への挑戦」の各施策を着実に実行す

ることで数値計画の達成を目指すとともに、更なる経営資源の選択と集中に努め、事業の拡大と発展のために鋭意

邁進してまいりました。 

 その一環として、九州島内では、九州西濃運輸株式会社および九州西武運輸株式会社が、時に共存し、時には競

合してサービスの提供を行ってまいりましたが、顧客第一主義の実践や厳しい経営環境に鑑み、平成24年４月１日

付をもってこれら２社を再編し、新たに九州西濃運輸株式会社（本社：福岡市）としてスタートすることといたし

ました。これにより、重複する営業エリアの解消や管理部門の戦力化が図られ、当該地域における当社グループの

一段の競争力強化を図ることができるものと存じます。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,253億26百万円（前年同期比8.7％増）、営業利益は24億18百

万円（前年同期比59.8％増）、経常利益は39億12百万円（前年同期比20.6％増）、四半期純利益は25億75百万円

（前年同期比33.0％増）となりました。 

  

 セグメント業績は、次のとおりであります。  

  

①輸送事業 

 輸送事業におきましては、収入計画、利益計画を達成するため、貨物量増加の施策として、お客様件数の拡大と

利益性の高い輸送商品の拡販に努めるとともに、付加サービスの有料化、適正運賃の収受などの利益重視の施策や

収入・物量に相関した費用管理、積載率向上による利益の創出を進めてまいりました。 

また、事業の柱の一つとして位置づけるロジスティクス事業におきましては、大型物流案件の獲得、既存のビジ

ネスモデルの水平展開に加え、韓国の釜山港を物流基地として活用する提案や、クラウドコンピューティングシス

テムを使った「お客様密着サービス」を、新たなビジネスモデルとして構築してまいりました。 

 この結果、売上高は910億２百万円（前年同期比0.9％増）となり、あらゆるコストの管理を徹底した結果、営業

利益は９億86百万円（前年同期比38.3％増）となりました。 

  

②自動車販売事業 

 自動車販売事業では、乗用車販売におきましては、ＨＶ（ハイブリッド）車等のエコカー補助金対応車種を中心

とした拡販努力による販売台数の伸長に加え、高額車の販売も好調に推移したことから、新車売上高は前年同期を

大幅に上回りました。 

 トラック販売におきましては、エコカー補助金の駆込みや復興需要により、新車販売台数は前年同期を大きく上

回りました。また、平成24年４月１日付をもって株式会社東京車輌（本社：埼玉県入間市）を子会社化し、関東圏

における整備工場ネットワークの強化および整備事業の内製化を進めるとともに、自動車整備事業の広域展開によ

る収入の拡大を図ってまいりました。 

 この結果、乗用車販売、トラック販売ともに、震災の影響による落ち込みの反動増やエコカー補助金復活による

追い風等もあり、新車販売台数は大きく前年を上回り、売上高は236億７百万円（前年同期比59.7％増）、営業利益

は11億１百万円（前年同期比133.8％増）となりました。 

  

③物品販売事業 

 燃料販売や紙・紙製品販売に代表される物品販売事業におきましては、主力事業にあたる燃料販売では、積極的

な営業を展開したことなどから販売数量が増加し、また、家庭紙の販売が堅調に推移したことから、売上高は73億

94百万円（前年同期比7.6％増）となり、営業利益は１億37百万円（前年同期比22.2％増）となりました。 

  

④不動産賃貸事業 

 不動産賃貸事業におきましては、都市開発の影響や狭隘化などの理由で代替化措置が図られたトラックターミナ

ル跡地や店舗跡地などを、賃貸に供することで経営資源の有効活用に努めております。その主なものとしては、旧

四ツ橋（大阪市）・旧多治見（多治見市）・旧新町（大阪市）ターミナル等が挙げられます。 

売上高は３億55百万円（前年同期比1.5％減）、営業利益は３億４百万円（前年同期比0.6％減）となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報



  

⑤その他 

 その他におきましては、情報関連事業、住宅販売業、建築工事請負業、タクシー業および人材派遣業などで、売

上高は29億66百万円（前年同期比5.2％減）、営業利益は29百万円（前年同期比3.9％増）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、4,990億46百万円と前連結会計年度末に比べ19億15百万円の減少とな

りました。投資有価証券が減少したことなどが主な要因であります。負債については、1,810億15百万円と前連結

会計年度末に比べ12億96百万円の減少となりました。営業未払金及び買掛金が減少したことなどが主な要因であり

ます。また、純資産については、3,180億31百万円と前連結会計年度末に比べ６億18百万円の減少となりました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

わが国経済の今後を見通しますと、復興需要等を背景として、景気の回復が期待されるものの、欧州債務危機

を巡る不確実性の高まりと、これによる金融資本市場の変動や海外景気の下振れ等に加え、電力供給の制約、デフ

レの影響等により、依然として先行き不透明な状況が続くと予測されます。 

 当社グループの事業の中心を占める輸送業界におきましても、堅調な内需を背景として、貨物輸送量の増加が期

待される一方、燃油費の高止まり懸念や同業者間の競争激化など、引き続き厳しい経営環境が続くものと予想され

ます。 

このような状況の中で、さらなる経営効率の向上を図り、引き続き利益体質の確立に努めてまいります。 

なお、当社グループの第２四半期連結累計期間および通期の連結業績につきましては、平成24年５月14日の決

算短信で公表いたしました連結業績予想の数値に変更はありません。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （減価償却方法の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

この変更に伴う損益への影響は軽微であります。  

   

（４）追加情報 

  （連結納税制度の適用） 

   当第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を適用しております。 

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 62,627 66,512

受取手形 10,167 10,171

営業未収金及び売掛金 91,911 86,970

有価証券 2,199 2,204

たな卸資産 9,463 9,468

繰延税金資産 5,072 6,146

その他 5,149 5,293

貸倒引当金 △335 △256

流動資産合計 186,255 186,511

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 85,755 84,853

機械装置及び運搬具（純額） 14,872 15,096

工具、器具及び備品（純額） 1,349 1,324

土地 171,564 171,520

建設仮勘定 99 287

その他（純額） 834 812

有形固定資産合計 274,475 273,895

無形固定資産   

のれん 576 451

その他 4,820 4,734

無形固定資産合計 5,397 5,186

投資その他の資産   

投資有価証券 21,124 19,407

長期貸付金 220 202

繰延税金資産 9,352 9,754

その他 4,976 4,938

貸倒引当金 △839 △850

投資その他の資産合計 34,834 33,452

固定資産合計 314,707 312,534

資産合計 500,962 499,046



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 6,069 5,628

営業未払金及び買掛金 50,351 49,113

短期借入金 2,639 2,630

未払金 12,802 13,499

未払費用 12,689 16,489

未払法人税等 5,773 1,599

未払消費税等 3,372 3,565

災害損失引当金 51 26

その他 14,467 14,931

流動負債合計 108,218 107,485

固定負債   

長期借入金 291 253

繰延税金負債 8,217 7,938

退職給付引当金 55,266 55,798

役員退職慰労引当金 1,400 1,382

資産除去債務 2,454 2,465

負ののれん 6,099 5,336

その他 362 356

固定負債合計 74,093 73,530

負債合計 182,312 181,015

純資産の部   

株主資本   

資本金 42,481 42,481

資本剰余金 74,260 74,260

利益剰余金 199,598 199,985

自己株式 △8,602 △8,603

株主資本合計 307,739 308,124

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,509 2,437

土地再評価差額金 △132 △132

為替換算調整勘定 △359 △301

その他の包括利益累計額合計 3,017 2,003

少数株主持分 7,893 7,902

純資産合計 318,649 318,031

負債純資産合計 500,962 499,046



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 115,307 125,326

売上原価 105,857 114,706

売上総利益 9,450 10,619

販売費及び一般管理費 7,936 8,200

営業利益 1,513 2,418

営業外収益   

受取利息 6 5

受取配当金 435 258

負ののれん償却額 818 763

持分法による投資利益 － 42

その他 488 441

営業外収益合計 1,750 1,512

営業外費用   

支払利息 9 9

持分法による投資損失 5 －

その他 4 8

営業外費用合計 19 18

経常利益 3,243 3,912

特別利益   

固定資産売却益 58 80

その他 22 17

特別利益合計 81 98

特別損失   

固定資産処分損 116 40

投資有価証券評価損 15 27

減損損失 － 228

その他 3 －

特別損失合計 135 296

税金等調整前四半期純利益 3,189 3,714

法人税、住民税及び事業税 2,385 2,312

法人税等調整額 △1,167 △1,244

法人税等合計 1,217 1,068

少数株主損益調整前四半期純利益 1,971 2,646

少数株主利益 35 70

四半期純利益 1,936 2,575



（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,971 2,646

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △334 △1,091

為替換算調整勘定 27 58

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 △306 △1,033

四半期包括利益 1,665 1,613

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,630 1,562

少数株主に係る四半期包括利益 34 50



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,189 3,714

減価償却費 3,762 3,474

減損損失 － 228

負ののれん償却額 △818 △763

のれん償却額 126 124

貸倒引当金の増減額（△は減少） △43 △34

退職給付引当金の増減額（△は減少） 301 524

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △86 △49

受取利息及び受取配当金 △442 △263

支払利息 9 9

投資有価証券評価損益（△は益） 15 27

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） 57 △39

持分法による投資損益（△は益） 5 △42

売上債権の増減額（△は増加） 4,137 4,982

たな卸資産の増減額（△は増加） △279 △127

仕入債務の増減額（△は減少） △1,994 △1,693

未払費用の増減額（△は減少） 4,316 4,400

その他 963 1,124

小計 13,219 15,595

利息及び配当金の受取額 571 412

利息の支払額 △9 △9

法人税等の支払額 △5,373 △6,479

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,407 9,518

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,757 △1,823

定期預金の払戻による収入 1,781 1,994

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,691 △3,335

有形及び無形固定資産の売却による収入 189 98

投資有価証券の取得による支出 △7 △8

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △64

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

19 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） 50 24

貸付けによる支出 △60 △11

貸付金の回収による収入 25 32

その他 △9 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,461 △3,097



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1 △2

長期借入金の返済による支出 △47 △136

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △2,189 △2,189

少数株主への配当金の支払額 △29 △39

その他 △26 △22

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,294 △2,390

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,655 4,042

現金及び現金同等物の期首残高 48,991 57,595

現金及び現金同等物の四半期末残高 53,646 61,637



 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。 

   

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 （単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、人材派遣業等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用 百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない提出会社の営業費用であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 （単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、人材派遣業等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用 百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない提出会社の営業費用であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  
輸送事業 

自動車販売 

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額

(注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

売上高                                         

外部顧客への売上高  90,163  14,781  6,872  361  3,128  115,307 ―  115,307

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 301  1,704  6,123 ―  2,392  10,521  △10,521 ― 

計  90,464  16,485  12,996  361  5,521  125,829  △10,521  115,307

セグメント利益  713  471  112  306  28  1,631  △118  1,513

△118 59

△178

  
輸送事業 

自動車販売 

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額

(注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

売上高                                         

外部顧客への売上高  91,002  23,607  7,394  355  2,966  125,326 ―  125,326

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 311  2,061  6,113 ―  2,138  10,624  △10,624 ― 

計  91,313  25,668  13,507  355  5,105  135,950  △10,624  125,326

セグメント利益  986  1,101  137  304  29  2,559  △140  2,418

△140 38

△179
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